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土
地
の
評
価
額
は
、
三
年
間
据
え
置

く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
平
成
十
六

度
及
び
平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
、
実

勢
地
価
が
下
落
し
た
地
域
は
評
価
額
の

修
正
を
す
る
一
方
、
税
額
に
つ
い
て
も

負
担
水
準
の
均
衡
化
を
よ
り
重
視
す
る

た
め
、
現
行
の
税
制
と
同
様
に
、
各
年

度
の
評
価
額
と
そ
の
前
年
度
の
課
税
標

準
額
を
比
較
し
た
「
負
担
水
準
」
に
基

づ
い
て
毎
年
度
算
定
し
直
し
て
い
ま

す
。
（
※
負
担
水
準
＝
別
表
１
参
照
）�

���

　
平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
で
、
固
定

資
産
税
の
土
地
（
宅
地
）の
評
価
額
は
、

地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を
目
標
に

評
価
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
も
そ
の
方
針
を
受
け
継
ぎ
、

町
内
百
三
十
六
地
点
を
選
定
し
、
不
動

産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評
価
を
行
い
ま

し
た
。�

⑵

　
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
は
、
道
路
や
教
育
、
福
祉
な
ど
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
大
切
な
財
源
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
固
定
資
産
税
は
、
平
成
十
三

年
度
決
算
状
況
で
み
ま
す
と
、
町
税
全
体
の
約
五
三
％
を
占
め
る
大
き
な
財
源
で
す
。�

　
平
成
十
五
年
度
は
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
評
価
替
え
の
基
準
年
度
に
な
り
ま
す
。

土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
三
年
ご
と
に
評
価
替
え
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
前
回
は

平
成
十
二
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
評
価
替
え
は
、
土
地
に
つ
い
て
は
実
勢
地
価
の

動
向
に
対
応
し
た
評
価
を
行
い
、
家
屋
に
つ
い
て
は
評
価
基
準
が
改
正
さ
れ
、
既
存
住
宅
も

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
今
月
号
は
こ
れ
ら
課
税
の
均
衡
、
適
正
化
に
向
け
た
評
価
替
え
の

概
要
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

固
定
資
産
税�

平
成
15
年
度
は
評
価
替
え
の
年
で
す�

固定資産税は大きな財源です�

11億5,767万円�

8億3,101万円�

1,482万円�

4,458万円�

1億3,482万円�

1,661万円�

�

固定資産税�

町民税�

特別土地保有税�

軽自動車税�

たばこ税�

入湯税　�

�

　
役
場
税
務
課
　
資
産
税
係
　�

地
価
公
示
価
格
の�

七
割
を
目
標�

別表１　地方税法改正（案）による平成15年度から�

　　　  17年度までの土地に係わる固定資産税の負担�

計算式　�

　前年度の課税標準額×負担調整率×税率＝当年度の税額�

◆住宅用地の特例率（課税標準の軽減措置）�
　※小規模住宅用地　200㎡以下の住宅用地（200㎡を超える場合は住宅1戸あたり　　�
　　200㎡までの部分）の課税標準額を評価額の6分の1とする。�
　※その他の住宅用地　小規模住宅用地以外の住宅用地（1戸の住宅用地で200㎡を�
　　超える部分）の課税標準額を評価額の3分の1とする。�

町税の内訳�

平成13年度決算町税収入額�

　　　21億9,951万円�

区分� 負担水準�

�

負担調整率�

�

区分� 負担水準�

�

負担調整率�

�

80％以上100％以下�

40％以上80％未満�

30％以上40％未満�

20％以上30％未満�

10％以上20％未満�

10％未満�

�

負担水準が�
100％となる�
額まで引き�
下げ�
�

負担水準が�
70％となる�
額まで引き�
下げ�
�60％以上70％以下�

40％以上60％未満�

30％以上40％未満�

20％以上30％未満�

10％以上20％未満�

10％未満�

�

1.00�

1.025�

1.05�

1.075�

1.10�

1.15�

�

負担水準＝�
前年度課税標準額�

�新評価額×住宅用地特例率（－または－）�
×100％�

（
土
地
関
係
）�

評
価
の
特
例
措
置�
�

1.00�

1.025�

1.05�

1.075�

1.10�

1.15�

�

100％超� 70％超�
住
　
　
宅
　
　
用
　
　
地�

非

住

宅

用

地�

たばこ税　　　　�
1億3,482万円  6.1％�

軽自動車税�
4,458万円  2.0％�

特別土地保有税　�
1,482万円  0.7％�
�
�
�
�
�

　固定資産税�
11億5,767万円�
　52.6％�
�
�

　町民税�
8億3,101万円�
　37.8％�
�

入湯税�
1,661万円  0.8％�
�

1�
6

1�
3



�

平
成
15
年
度
土
地
の�

評
価
替
え
で
は�

・
小
規
模
住
宅
用
地
の
見
直
し�

　
住
宅
一
戸
あ
た
り
二
〇
〇
㎡
の
小
規

模
住
宅
用
地
に
つ
い
て
課
税
資
料
に
基

づ
き
確
認
、
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。�

・
画
地
の
認
定
に
つ
い
て�

　
土
地
（
宅
地
）
の
評
価
は
、
原
則
一

筆
ご
と
に
評
価
し
ま
す
が
、
数
筆
に
わ

た
り
一
体
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
画
地
と
し
て
認
定
さ
れ
、
同
一
単
価

と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
こ
の
認
定
作

業
に
つ
き
ま
し
て
も
実
施
し
ま
し
た
。�

・
そ
の
他�

　
現
況
調
査
及
び
不
動
産
鑑
定
士
の
鑑

定
結
果
に
基
づ
き
不
均
衡
と
思
わ
れ
る

評
価
に
つ
き
ま
し
て
は
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。�

��

評
価
額
は�

　
地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を
目
標

と
す
る
土
地
（
宅
地
）
の
評
価
の
結

果
、
評
価
額
は
、
村
落
地
区
で
一
部
据

え
置
か
れ
る
も
の
の
、
商
業
、
住
宅
及

び
村
落
地
区
の
一
部
に
お
い
て
わ
ず
か

に
下
落
が
見
込
ま
れ
ま
す
。�

　
町
全
体
（
宅
地
）
に
お
け
る
評
価
額

の
変
動
は
、
平
成
十
四
年
度
の
比
較
九

六
・
三
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。
た
だ

し
、
不
均
衡
の
是
正
に
よ
り
一
部
の
土

地
は
増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

�

�（
家
屋
関
係
）�

家
屋
評
価
基
準
を
改
正�

　
家
屋
の
評
価
は
、
建
物
の
工
事
原
価

を
構
成
す
る
資
材
費
及
び
労
務
費
を
積

算
基
礎
と
し
て
定
め
ら
れ
た
再
建
築
費

評
点
基
準
表
に
よ
り
、
評
価
の
時
点
で

同
じ
家
屋
を
建
築
し
た
場
合
に
必
要
と

さ
れ
る
建
築
費
を
求
め
評
価
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
用
い
る
再

建
築
費
評
点
基
準
表
が
整
理
合
理
化
さ

れ
ま
し
た
が
、
旧
基
準
表
と
新
基
準
表

と
の
大
幅
な
増
減
は
な
く
、
お
よ
そ

〇
・
三
％
の
幅
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
。�

�

既
存
家
屋
の
評
価�

　
新
築
家
屋
は
、
前
掲
の
建
築
評
点
基

準
表
に
基
づ
い
て
評
価
し
ま
す
が
、
既

存
住
宅
の
評
価
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
評
価
し
ま
す
。�

　
平
成
十
五
基
準
年
度
で
は
、
前
年
度

の
再
建
築
評
点
数
に
「
再
建
築
評
点
補

正
率
」
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
評
価

額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
「
再
建
築
評
点

補
正
率
」
は
建
築
費
の
価
格
動
向
に
関

す
る
各
種
指
標
に
基
づ
い
て
求
め
、
よ

り
適
正
で
均
衡
の
と
れ
た
評
価
に
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
評
価
額
が
下
が
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
耐
用

年
数
を
経
過
し
た
家
屋
は
、
現
行
の
評

価
額
ど
お
り
と
な
る
見
込
み
で
す
。�

⑶

（例）�

土　地（家屋の敷地：200㎡　小規模住宅用地特例適用）�

　平成14年度の課税標準額…1,000,000円　　　　　　　　　　　�

　平成15年度から平成17年度までの評価額…10,840,000円　　　　　　　　　　　�

家　屋（平成9年12月建築　木造2階建〔専用住宅〕　床面積　145㎡）�

　平成12年度評価額（課税標準額）…8,500,000円　　　　　　　　　　　�

　平成15年度評価額（課税標準額）…7,343,000円　　　　　　　　　　　�

固定資産税（土地）計算式�
　計　算　式　→　前年度の課税標準額　×　負担調整率　×　税　率　＝　当年度の税額�

　平成14年度分　　　　1,000,000円　　×　　　　　     ×　 1.4％　 ＝　14,000円�

　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　   ↓�

　平成15年度分　　　　1,000,000円　　×　　1.025　　 ×　 1.4％　 ＝　14,300円�

　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　   （負担水準55.35％）�

　平成16年度分　　　　1,025,000円　　×　　1.025　　 ×　 1.4％　 ＝　14,700円�

　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　   ↓　　      （負担水準56.73％）�

  平成17年度分　　　　 1,050,625円　　×　　1.025　　 ×　 1.4％　 ＝　15,000円�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （負担水準58.15％）�

固定資産税（家屋）計算式�
　平成14年度分　　　   8 ,500 ,000円　　×　　1 . 4％　　＝　119,000円�

　平成15～17年度分　　7,343,000円　　×　　1 . 4％　　＝　102,800円�

区              　分�

固定資産税�

合　　計�

�

土　地�

家　屋�

�

14,000円

119,000円

133,000円

14,300円

102,800円

117,100円

14,700円

102,800円

117,500円

15,000円

102,800円

117,800円

試しに計算してみましょう�
�

平成14年度� 平成15年度� 平成16年度� 平成17年度�



�

課
税
資
産
の
内
訳
書
の�

活
用
を�

　
平
成
九
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た
固

定
資
産
税
明
細
書
（
土
地
と
家
屋
の
み
）

の
平
成
十
五
年
度
分
は
、
課
税
台
帳
の

縦
覧
期
間
と
合
わ
せ
て
四
月
上
旬
ご
ろ

に
送
付
い
た
し
ま
す
。�

　
こ
の
明
細
書
は
、
平
成
十
五
年
一
月

一
日
の
賦
課
期
日
現
在
の
所
有
者
ご
と

に
土
地
や
家
屋
の
課
税
内
容
を
お
知
ら

せ
し
、
課
税
資
産
状
況
の
正
確
さ
を
期

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
お
手

元
に
届
い
た
際
に
は
内
容
の
確
認
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
四
年

度
の
明
細
書
と
平
成
十
五
年
度
分
を
比

較
す
る
な
ど
常
に
資
産
の
確
認
に
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
平
成
十
四
年
中
に

売
買
に
よ
る
所
有
権
の
異
動
、
地
目
や

面
積
の
変
更
、
家
屋
の
新
増
築
あ
る
い

は
滅
失
な
ど
の
異
動
等
が
あ
っ
た
も
の

の
記
載
漏
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、

同
封
の
葉
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、

切
手
を
貼
ら
ず
に
発
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

����������

���

　
平
成
十
四
年
度
の
地
方
税
法
改
正
に

よ
り
、
従
来
の
「
固
定
資
産
課
税
台

帳
」
が
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
・

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
に

変
わ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
制
度
は
、
一
葉
ご
と
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
固
定
資
産
を
関
係
者
の
縦

覧
に
供
す
る
制
度
で
し
た
が
、
こ
れ
を

納
税
者
の
方
が
他
の
納
税
者
の
土
地
や

家
屋
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
新
た
に
市
町
村
が
整
備
す
る
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
を
同
一
市
町
村
内
の
納
税
者
の

方
の
縦
覧
に
供
す
る
制
度
に
改
め
た
も

の
で
す
。�

　
な
お
、
縦
覧
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
納
税
義
務
者
本

人
等
に
開
示
す
る
制
度
と
し
て
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
閲
覧
制
度
が
創
設
さ

れ
、
期
間
等
は
異
な
り
ま
す
が
こ
れ
ま

で
の
縦
覧
制
度
に
変
え
て
行
い
ま
す
。�

�

縦
覧
期
間�

◎
平
成
十
五
年
四
月
一
日
（
火
）
〜
　

　
平
成
十
五
年
六
月
二
日
（
月
）�

　
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
十
五

　
分�

�

縦
覧
場
所�

◎
八
郷
町
役
場
　
税
務
課
　
資
産
税
係�

���（
一
階
三
番
窓
口
）�

�

縦
覧
の
対
象
者�

　
　
縦
覧
で
き
る
方
は
、
固
定
資
産
税

（
土
地
及
び
家
屋
）
の
納
税
者
で
す
。

こ
の
場
合
、
納
税
者
の
同
居
の
親
族
で

納
税
者
か
ら
の
委
任
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
、
当
該
納
税
者
の
代
理
人
と
し

て
委
任
状
等
を
提
示
さ
れ
た
方
を
含
み

ま
す
。�

　
な
お
、
土
地
の
納
税
者
は
土
地
の
、

家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
の
、
両
資
産
の

納
税
者
は
土
地
・
家
屋
双
方
の
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。�

�

縦
覧
手
数
料�

　
縦
覧
手
数
料
は
徴
収
い
た
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
縦
覧
期
間
中
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
手
数
料
は
徴
収
い
た

し
ま
せ
ん
。�

�

＊
留
意
事
項�

（
一
）
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許

証
等
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
二
）
縦
覧
で
き
る
方
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
、
お
手
持
ち
の
納
税
通
知

書
、
課
税
資
産
の
内
訳
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。�

�

⑷

固
定
資
産
の
縦
覧
制
度
が
変
わ
り
ま
す�

【不在者投票ができる期間】�

4月10日（木）から4月26日（土）まで�

【不在者投票できる時間】�

午前8時30分から午後8時まで�

【不在者投票できる場所】�

八郷町役場１階建設課前会議室�

【不在者投票に持参するもの】�

投票所入場券�

　　八郷町選挙管理委員会�

　　TEL43－1111　内線1337�

�

黙ったままでいいんですか？��
4月27日（日）は�
�
参議院茨城県選挙区選出議員補欠選挙の投票日です。�
�
�
○投  票  日　　４月27日（日）�

○投 票 時 間　　午前７時から午後８時まで�

○投 票 場 所　　各投票所�

　　　　　　　　※最近他の市町村へ引越しされた方については、�

　　　　　　　　旧住所地の市町村で投票することができます。�

　　　　　　　　詳しくは、旧住所地の市町村選挙管理委員会に�

　　　　　　　　お問い合わせください。�

○不在者投票　　4月27日（日）に、仕事やレジャーなどで投票に�

　　　　　　　　行けないと見込まれる方は、投票の前に不在者�

　　　　　　　　投票ができます。�

�

みんなの一票大切に！�



●人件費の状況（普通会計決算）�
�
区　分�

13年度�
�

住民基本台帳人口�
（平成14年3月31日現在）�

歳　出　額�
（Ａ）�

実質収支�
人　件　費�
（Ｂ）�

人 件 費 率�
（Ｂ）／（Ａ）�

（参　考）�
12年度の人件費率�

�

●職員給与費の状況（普通会計予算）�

給　　　料� 職員手当�期末・勤勉手当� 計（Ｂ）�
�

一人当たり給与費�
（Ｂ）／（Ａ）�

�

（注）１  職員手当には、退職手当を含みません。　　２  給与費は、当初予算に計上された額です。�
�

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。�
�

●一般行政職の初任給の状況�

区　分�

大　学　卒�

高　校　卒�

�

区　分�

大　学　卒�

高　校　卒�

�

八郷町�
�

茨城県�
�
国�

国　　　　   八　郷　町　　　 茨　城　県�
�

●一般職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�
� 経験年数10年　　 経験年数15年 経験年数20年�

�

●一般行政職の級別職員数の状況�
�

●部門別職員数の状況�
�

職  員  数�

構  成  比�

�

主事補 主　事 　主　事 　主　幹�
�

課長補佐�
係　長�
主　査�

課長補佐�
係　長�
主　査�

課　長�
課長補佐�
�

（注）１　八郷町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名等です。�
�
�

●特別職の報酬等の状況�

●一般行政職の平均給料月額及び平均年齢の状況�

給　料�
�
�

報　酬�
�
�

期　末�

手　当�

�

�

区　　　分�

町　長�
助　役�
収入役�

議　長�
副議長�
議　員�
�

区　分 �
�部　門�

�
議　　会�

総　　務�

税　　務�

農林水産�

商　　工�

土　　木�

民　　生�

衛　　生�

小　　計�

教育行政�

小　　計�

水　　道�

下 水 道�

そ の 他�

小　　計�

　�

３�

５２�

１８�

３３�

１２�

１７�

６８�

１４�

２１７�

５６�

５６�

１０�

７�

１２�

２９�

３０２�

３�

５２�

１８�

３２�

１１�

１６�

６８�

１５�

２１５�

５６�

５６�

１０�

８�

１２�

３０�

３０１�

�

３�

５３�

１８�

２８�

１０�

１５�

６６�

１６�

２０９�

５２�

５２�

１０�

１２�

１２�

３４�

２９５�

�

�

△１�

�

４�

１�

△１�

△３�

△１�

△１�

１�

１�

�

２�

�

２�

２�

�

�

�

�

△１�

△１�

△１�

�

△１�

△２�

�

�

�

１�

�

１�

△１�

�

�

１�

�

△４�

△１�

△１�

△２�

１�

△６�

△４�

△４�

４�

�

４�

△６�

�

１級� ２級� ３級� ４級� ５級� ６級� ７級� ８級�区　分�

区　分�

標準的な�
職務内容�
�

課　長�
計�

（平成14年度支給割合）�

（平成14年度支給割合）�

期末手当�
�

勤勉手当�

退職手当�
�

支給明細�

勤続年数� 自己都合（支給率）�勧奨・定年（支給率）�

期 末 手 当� 勤 勉 手 当�

計�

区　分�

� 平均給料月額� 平均年齢�

一 般 行 政�

計�合　　　計�

一

般

行

政

部

門

�

政
部
門�

特
別
行�

会
計
部
門�

公
営
企
業
等�

職　　員　　数（人）� 対前年増減数（人）�

給料月額等�

平成12年�
�

平成13年�
�

平成14年�
�

平成12年�
�

平成13年�
�

平成14年�
�

807,000円�
613,000円�
581,000円�

347,000円�
295,000円�
279,000円�

６月期　　　1.45月分�
12月期　　　1.55月分�
３月期　　　0.50月分�

3.50月分�

371,023円�

369,556円�

332,052円�

�

44.1歳�

42.1歳�

40.4歳�

�

268,500円�

235,600円�

�

325,500円�

268,500円�

�

394,300円�

325,500円�

�

174,400円�

141,900円�

�

181,400円�

146,500円�

�

181,400円�

146,500円�

�

６月期�

12月期�

３月期�

1.45月分�

1.55月分�

0.50月分�

3.50月分�

0.60月分�

0.55月分�

－月分�

1.15月分�

21.00月分�

33.75月分�

41.50月分�

60.00月分�

28.875月分�

44.550月分�

62.700月分�

62.700月分�

勤続 2 0 年�

勤続 2 5 年�

勤続 3 5 年�

最高限度額�

●職員手当の状況�
�

－人�

－％�

15人�

6.4％�

38人�

16.3％�

25人�

10.7％�

12人�

5.2％�

99人�

42.5％�

21人�

9.0％�

23人�

9.9％�

233人�

100％�

272 1,192,232 120,724 513,109 1,826 ,065 6,713
千円�

千円� 千円� 千円� ％� ％�

千円� 千円� 千円� 千円�人�

人�

30,696 10,823 ,865 293,402 2,443 ,801 22.6 21 .4

町
職
員
の
給
与
と
定
員
管
理
状
況
を�

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

平
成
十
四
年
四
月
一
日
現
在�

　
町
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、国
家
公
務
員
の
給
与
を
基
準
に
「
八�

郷
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
で
定
め
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
の�

ご
理
解
を
得
る
た
め
に
概
要
を
公
表
し
ま
す
。�

�
14年度�
�

職員数�
給　　　　　　　与　　　　　　　費�

区　分�
�

⑸



⑹

◇
第
一
部
◇�

�

教
育
功
労
者
な
ど
を
表
彰�

�

　
教
育
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
人

や
、
活
躍
が
認
め
ら
れ
た
人
と
団
体
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た

み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
敬
称
略
〜

感
謝
状
受
賞
者�

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
退
任
役
員�

　
菊
地
清
（
前
柿
岡
中
会
長
）・
木
崎

誉
史
（
前
小
幡
小
会
長
）・
関
直
久
（
前

小
桜
小
会
長
）
・
塚
原
栄
（
前
園
部
中

副
会
長
）
・
前
沢
洋
一
（
前
有
明
中
副

会
長
）・
梶
山
英
男
（
前
南
中
副
会
長
）�

●
社
会
教
育
功
労
者�

　
川
井
芳
郎
（
前
柿
岡
地
区
公
民
館

長
）
・
足
立
清
（
前
葦
穂
地
区
公
民
館

長
）
・
羽
鳥
美
知
子
（
前
恋
瀬
地
区
公

民
館
主
事
）�

●
社
会
体
育
功
労
者�

　
原
田
文
男
（
八
郷
町
体
育
指
導
委

員
）
・
岩
渕
妙
子
（
前
八
郷
町
体
育
指

導
委
員
）�

�

表
彰
状
受
賞
者�

●
学
校
教
育
功
労
者�

　
関
優
平
（
小
桜
小
三
年
）
・
真
家
直

人
（
園
部
中
一
年
）
・
鶴
井
将
也
（
園

部
中
一
年
）
・
大
塚
直
樹
（
園
部
中
一

年
）
・
鶴
井
大
介
（
園
部
中
一
年
）
・

関
本
理
沙
（
園
部
中
三
年
）
・
鯉
淵
麻

里
（
柿
岡
中
三
年
）�

●
優
良
教
職
員�

　
岡
野
眞
理
（
瓦
会
小
教
頭
）
・
上
田

和
江
（
林
小
教
諭
）
・
原
田
信
子
（
恋

瀬
小
教
諭
）
・
鬼
澤
順
子
（
恋
瀬
小
教

諭
）�

●
教
育
論
文
入
賞
者�

▽
優
秀
賞�

　
齋
藤
眞
弓
（
東
成
井
小
教
諭
）
・
加

藤
光
枝
（
葦
穂
小
教
諭
）
・
久
米
卓
士

（
朝
日
小
教
諭
）�

▽
優
良
賞�

　
萩
原
雅
之
（
園
部
小
教
諭
）
・
細
谷

典
子
（
瓦
会
小
教

諭
）
・
武
田
広
宣

（
柿
岡
小
教
諭
）�

▽
努
力
賞�

　
上
田
和
江
（
林
小

教
諭
）
・
飯
田
清
子

（
恋
瀬
小
教
諭
）・
加

藤
徹
（
吉
生
小
教

諭
）・
斉
藤
真
実
（
小

幡
小
教
諭
）
・
柘
植

欣
一（
小
桜
小
教
諭
）・
高
橋
一
夫
（
園

部
中
教
諭
）
・
尾
崎
真
里
子
、
吉
澤
昭

子
、
飯
田
好
江
、
高
村
重
幸
、
内
野
正

美
（
有
明
中
教
諭
）・
長
谷
川
一
義
（
柿

岡
中
教
諭
）
・
伊
野
多
美
子
（
柿
岡
中

教
諭
）
・
岡
崎
栄
子
（
南
中
教
諭
）�

�

オ
ア
シ
ス
運
動
作
文
・
標
語�

入
賞
者�

●
オ
ア
シ
ス
運
動
作
文�

▽
最
優
秀
賞�

　
飯
田
裕
樹
（
柿
岡
小
三
年
）�

▽
優
秀
賞�

【
小
学
校
の
部
】�

　
海
東
千
奈
美
（
葦
穂
小
五
年
）�

【
中
学
校
の
部
】�

　
吉
田
佑
子
（
有
明
中
三
年
）�

【
高
校
・
一
般
の
部
】�

　
加
藤
佐
志
能
（
下
林
）�

▽
優
良
賞�

【
小
学
校
の
部
】�

　
小
野
寛
晃
（
園
部
小
四
年
）
・
元
吉

由
美
（
東
成
井
小
五
年
）
・
久
保
田
拓

也
（
瓦
会
小
三
年
）
・
安
田
有
希
（
恋

瀬
小
四
年
）
・
永
井
達
也

（
吉
生
小
四
年
）
・
上
田

明
峰
（
小
幡
小
二
年
）
・

関
優
平
（
小
桜
小
三
年
）・

酒
井
優
（
朝
日
小
三
年
）�

【
中
学
校
の
部
】�

　
中
牟
田
優
香
（
園
部
中

一
年
）
・
岡
野
直
美
（
柿

岡
中
一
年
）
・
梶
山
智
史

（
南
中
二
年
）�

【
高
校
・
一
般
の
部
】�

　
君
山
紀
代
子
（
菖
蒲
沢
）�

●
オ
ア
シ
ス
運
動
標
語�

▽
最
優
秀
賞�

　
大
場
早
織
（
有
明
中
三
年
）�

▽
優
秀
賞�

【
小
学
校
の
部
】�

　
坂
入
由
起
（
朝
日
小
五
年
）�

【
中
学
校
の
部
】�

　
横
尾
一
輝
（
柿
岡
中
二
年
）�

【
高
校
・
一
般
の
部
】�

　
関
き
み
子
（
柿
岡
）�

21世紀を迎え、学校教育・社会教育・�
地域文化のバランスのとれた教育の振�
興発展をめざして�

　２月22日、中央公民館を会場に、町内の学校教育、社会教育関係者と町内住民のみ�

なさんが出席し、第25回八郷町教育振興大会が開催されました。�

　第１部では、教育関係の発展に貢献された個人や団体と、教育研究の成果が認めら�

れた教職員の表彰が行われました。また、第２部では、茨城県立八郷高等学校教諭橋�

本實先生を招いて講演会が行われました。� 受賞者代表謝辞�

感謝状贈呈�

受賞者代表謝辞�

感謝状贈呈�感謝状贈呈�



▽
優
良
賞�

【
小
学
校
の
部
】�

　
山
田
真
人
（
園
部
小
四
年
）
・
鈴
木

啓
太
（
東
成
井
小
四
年
）
・
小
河
原
春

奈
（
瓦
会
小
四
年
）
・
井
坂
正
基
（
林

小
五
年
）・
入
野
仁
美
（
恋
瀬
小
六
年
）・

飯
田
ひ
か
る
（
葦
穂
小
三
年
）
・
鈴
木

裕
之
（
吉
生
小
二
年
）
・
岩
本
葵
（
小

幡
小
三
年
）
・
鈴
木
小
織
（
小
桜
小
五

年
）
・
上
野
正
絋
（
柿
岡
小
六
年
）�

【
中
学
校
の
部
】�

　
真
家
直
人
（
園
部
中
一
年
）
・
中
島

一
東
（
南
中
一
年
）�

【
高
校
・
一
般
の
部
】�

　
中
居
文
代
（
下
林
）�

�

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
団
体�

【
小
・
中
学
校
の
部
】�

▽
優
秀
賞�

　
南
中
学
校
（
校
長
飯
田
健
二
）�

▽
優
良
賞�

　
小
幡
小
学
校
（
校
長
市
塚
因
）�

▽
努
力
賞�

　
有
明
中
学
校
（
校
長
萩
原
福
次
）�

　
瓦
会
小
学
校
（
校
長
森
田
和
明
）�

【
地
域
団
体
の
部
】�

▽
優
秀
賞�

　
園
部
第
３
百
寿
会
（
会
長
富
田
俊

　
男
）�

▽
優
良
賞�

　
菖
蒲
沢
子
供
会
（
代
表
君
山
百
合

　
子
）�

▽
努
力
賞�

佐
久
子
供
会（
代
表
大
場
崇
史
）・
川
又

南
部
子
供
会
（
代
表
榎
戸
秀
樹
）・
柴

内
子
供
会
（
代
表
上
林
初
江
）�

�

◇
第
二
部
◇�

�

記
念
講
演�

　
講
師
に
、
八
郷
高
等
学
校
教
諭
の
橋

本
實
氏
（
前
水
戸
商
業
高
等
学
校
野
球

部
監
督
）
を
招
き
、
「
選
手
を
ど
う
育

て
る
か
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。�

　
氏
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
水
戸
商
業

高
等
学
校
野
球
部
監
督
に
就
任
し
、
平

成
四
年
春
の
選
抜
大
会
に
出
場
、
監
督

在
籍
十
四
年
間
で
春
夏
合
わ
せ
て
七
回

選
手
た
ち
を
甲
子
園
に
導
き
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
春
の
大
会
で
は
準
優
勝
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
現
在
は
、

八
郷
高
等
学
校
で
、
生
徒
指
導
主
事
を

務
め
て
お
り
ま
す
。
　
　�

　
講
演
は
こ
れ
ら
氏
の
体
験
を
交
え
た

貴
重
な
話
が
聞
け
ま
し
た
。�

�

「
あ
り
が
と
う
」
　
　
　
　
　
　
　
　

と
言
っ
て
、
大
き
い
お
ば
ち
ゃ
ん
は
、

自
分
の
へ
や
へ
も
ど
っ
て
行
っ
た
。
そ

れ
が
、
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
さ
い

後
の
こ
と
ば
だ
っ
た
。
そ
の
次
の
日
の

朝
、
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
な
く
な

っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
き
い
お
ば
ち
ゃ
ん
が
し
ん
じ
ゃ
っ

て
、
さ
び
し
が
っ
て
い
た
ぼ
く
に
、
お

母
さ
ん
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
夕
べ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
裕
樹
と

ゆ
う
き
に
お
こ
づ
か
い
を
く
れ
た
よ
ね
。

そ
の
と
き
、
二
人
は
あ
り
が
と
う
っ
て

い
っ
た
よ
ね
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
に

こ
に
こ
し
て
い
た
よ
。
ね
る
と
き
、
あ

つ
く
て
ね
む
れ
な
い
か
ら
、
水
を
の
み

に
来
た
ね
。
裕
樹
が
水
を
コ
ッ
プ
に
く

ん
で
あ
げ
た
ん
だ
っ
た
よ
ね
。
そ
の
水

を
の
ん
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
あ
り

が
と
う
っ
て
言
っ
て
へ
や
に
も
ど
っ
た

ん
だ
よ
ね
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
大
す

き
な
裕
樹
に
水
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か

っ
た
ん
だ
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
幸
せ

な
気
持
ち
だ
っ
た
ん
だ
よ
。」
　�

っ
て
話
し
て
く
れ
た
。
お
母
さ
ん
の
話

を
聞
い
て
、
さ
い
後
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
あ
り
が
と
う
が
き
ち
ん
と
言
え

て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
ほ
っ
と
し
た
。
　

ぼ
く
が
は
じ
め
て
家
族
で
な
い
人
に
、

あ
り
が
と
う
と
言
え
た
の
は
、
よ
う
ち

園
の
年
長
さ
ん
の
と
き
の
う
ん
ど
う
会

だ
っ
た
。
う
ん
ど
う
会
の
へ
い
会
し
き

に
、
お
み
や
げ
を
わ
た
し
て
く
れ
た
園

長
先
生
に
あ
り
が
と
う
が
言
え
た
。
ぼ

く
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し
か
っ
た

け
ど
、
園
長
先
生
は
、
　
　�

「
あ
り
が
と
う
が
言
え
て
え
ら
い
ね
」

と
、
お
母
さ
ん
に
話
し
た
ら
、
お
母
さ

ん
も
に
こ
に
こ
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で

の
ぼ
く
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
あ
り
が
と
う
言
え
た
の
」
　
　
　
　

と
、
お
母
さ
ん
に
聞
か
れ
て
も
、
　
　

「
あ
っ
。
わ
す
れ
ち
ゃ
っ
た
」
　
　
　

と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
そ

の
た
び
に
、
「
言
え
る
よ
う
に
な
る
と

い
い
ね
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
た
。
　
　
　

　
家
族
は
、
ぼ
く
が
何
か
し
て
あ
げ
る

と
、
か
な
ら
ず
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て

く
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
う
れ
し
か

っ
た
け
ど
、
園
長
先
生
に
自
分
か
ら
言

え
た
と
き
は
、
も
っ
と
も
っ
と
う
れ
し

か
っ
た
。
ぼ
く
が
一
言
あ
り
が
と
う
と

言
っ
た
だ
け
で
、
園
長
先
生
だ
け
で
な

く
、
ぼ
く
も
、
そ
し
て
、
そ
の
話
を
聞

い
て
い
た
お
母
さ
ん
ま
で
も
に
こ
に
こ

顔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
お
母

さ
ん
が
あ
り
が
と
う
を
言
う
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
わ
け
が
、
よ
く
分
か
っ

た
。
あ
り
が
と
う
の
一
言
は
、
言
わ
れ

た
人
だ
け
で
な
く
、
言
っ
た
人
も
ま
わ

り
に
い
た
人
も
、
み
ん
な
を
に
こ
に
こ

顔
に
し
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ

る
の
だ
。
と
て
も
す
て
き
な
こ
と
ば
だ

と
思
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
、
ぼ
く
の
家
の
ぶ
つ
だ
ん
に
、
大

き
い
お
ば
ち
ゃ
ん
の
写
真
が
あ
る
。
そ

の
顔
は
、
と
て
も
に
こ
に
こ
し
て
い

て
、
あ
り
が
と
う
を
言
っ
て
く
れ
た
と

き
と
同
じ
よ
う
な
顔
だ
。
　
　
　
　
　

　
ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
も
　
　
　
　
　
　

「
あ
り
が
と
う
」
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ
と
ば
を
、
大
切
に
つ
か
っ
て
い
き

た
い
。
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

⑺

オ
ア
シ
ス
運
動
作
文�

◆
最
優
秀
賞
◆�

す
て
き
な
こ
と
ば�

柿
岡
小
学
校
　
三
年
　
飯
田
　 

裕
樹�

◆
最
優
秀
賞
◆�

あ
い
さ
つ
で�

　
　
　
　
笑
顔
の
種
ま
き�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
よ
う�

有
明
中
学
校
　
三
年
　
大
場 

早
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保
険
証
は
受
診
券�

　
保
険
証（
国
民
健
康
被
保
険
者
証
）は

皆
さ
ん
が
国
保
に
加
入
し
て
い
る
証
明

書
で
あ
り
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き

の
受
診
券
の
役
目
も
す
る
大
切
な
も
の

で
す
。
今
ま
で
は
、
一
世
帯
に
一
枚
の

保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
に
便
利
な
よ
う
に
、
一
人
に
一

枚
の
カ
ー
ド
様
式
の
保
険
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ

た
ら
各
自
が
記
載
内
容
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。�

◎
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
生
年
月

　
日
、
住
所
な
ど
に
誤
り
が
な
い
か
確

　
認
。�

◎
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
お

　
き
ま
し
ょ
う
。�

　
ま
た
、
カ
ー
ド
化
に
と
も
な
い
保
険

証
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

紛
失
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
証
は
紛
失
す
る
と
犯
罪
な
ど

に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
保

管
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
保
険
証
を
使
う
と
き
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

貸
し
借
り
は
禁
止�

　
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
厳
禁
で
す
。�

月
に
一
度
は
提
示
を�

　
顔
見
知
り
の
お
医
者
さ
ん
で
も
月
に

一
度
、
必
ず
保
険
証
の
提
示
を
。�

勝
手
に
書
き
替
え
な
い�

　
記
載
内
容
を
勝
手
に
書
き
替
え
た

り
、
書
き
足
し
た
り
す
る
と
無
効
に
な

り
ま
す
。�

期
限
切
れ
に
注
意�

　
期
限
が
切
れ
た
も
の
は
使
え
ま
せ

ん
。
更
新
手
続
き
を
。�

コ
ピ
ー
は
使
え
ま
せ
ん�

　
コ
ピ
ー
し
た
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。�

必
ず
手
元
に
保
管�

　
治
療
が
す
ん
だ
ら
保
険
証
は
必
ず
返

し
て
も
ら
い
、
大
切
に
保
管
を
。�

   

退
職
者
医
療
が
変
更
に�

　
退
職
者
医
療
制
度
は
、
会
社
な
ど
を

退
職
さ
れ
た
方
（
原
則
二
十
年
以
上
）

の
医
療
費
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で

す
。
し
か
し
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日

か
ら
健
康
保
険
（
健
保
組
合
、
共
済

な
ど
）
で
の
自
己
負
担
の
割
合
が
三
割

に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
こ
の

制
度
で
の
自
己
負
担
の
割
合
も
、本
人
、

被
扶
養
者
と
も
に
三
割
に
統
一
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
人
、
被
扶
養

者
と
も
に
七
十
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、

一
割
の
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
一
定
以
上
所
得
者
は
二
割
で
す
。�

 

注   

一
定
以
上
所
得
者
と
は
、
同
一
世

帯
に
一
定
の
所
得
（
課
税
所
得
が
百
二

十
四
万
円
）
以
上
の
七
十
歳
以
上
の
人

ま
た
は
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
、�

が
い
る
場
合
に
該
当
し
ま
す
。�

⑻

　
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
茨
城
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、
保
険
証

が
一
人
一
枚
の
カ
ー
ド
化
に
な
り
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
小
さ
く
持
ち
運

び
は
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
紛
失
す
る
恐
れ
も
非
常
に
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
退

職
者
医
療
制
度
の
自
己
負
担
分
も
変
わ
り
ま
し
た
。�

保
険
証
は
一
人
に
一
枚�

→
退
職
被
保
険
者
証�

→
一
般
被
保
険
者
証�

保険証は子どもから高齢者まで１人に１枚交付されます�

こくほ�



⑼
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「
う
ー
ん
、
う
ま
い
」
　
　
　
　
　

　
玄
米
ご
は
ん
の
試
食
で
す
。
校
庭
の

隅
に
作
っ
た
田
ん
ぼ
か
ら
収
穫
し
た
米

を
瓶
に
詰
め
て
棒
で
つ
き
、
五
日
間
か

け
て
玄
米
に
し
た
も
の
で
す
。
わ
き
に

は
黒
く
て
長
い
古
代
米
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
米
づ
く
り
に
つ
い
て
調
べ

た
五
年
生
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
で
す
。

教
室
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
自
分
た

ち
の
調
べ
も
た
の
を
一
所
懸
命
話
し
て

い
ま
す
。
聞
い
て
い
る
の
は
、
他
学
年

の
子
ど
も
た
ち
や
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

方
。
皆
さ
ん
興
味
深
い
様
子
で
す
。
　

　
パ
ソ
コ
ン
室
で
は
、
六
年
生
が
自
分

の
家
の
庭
の
土
で
焼
い
た
湯
飲
み
茶
碗

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
調
べ

た
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
試
行

錯
誤
し
て
き
た
過
程
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
っ
て
説
明
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
よ
い
焼
き
も
の
を
作
る
に
は
、
土
が

大
事
だ
と
思
う
反
面
、
自
分
の
家
の
庭

の
土
で
焼
い
た
湯
飲
み
は
、
宝
物
だ
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
技
法
も
な
か
な
か

な
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三
年
生
で
は
、
く
る
り
棒
で
さ
や
の

ま
ま
の
大
豆
を
た
た
い
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
よ
し
か
ぶ
る
い
で
ふ
る
っ
て
い

ま
す
。
金
ご
き
で
わ
ら
を
す
い
て
い
る�

�����

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。
ベ
ー
ゴ
マ
を

や
っ
て
い
る
昔
の
遊
び
の
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
参
観
の
人
か
ら
、
　
　
　
　
　
　
　

「
昔
の
道
具
を
よ
く
集
め
た
ね
。
調
べ

た
こ
と
を
実
際
に
や
っ
て
み
る
所
が
い

い
ね
。
上
手
だ
よ
」
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
　
　
　

　
四
年
生
は
、
「
瓦
会
の
水
」
が
テ
ー

マ
で
す
。
川
に
す
む
生
き
も
の
や
川
の

汚
れ
、
川
を
き
れ
い
に
す
る
方
法
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
や
る
気�

���������������

が
出
る
。
た
い
へ
ん
な
こ
と
も
多
い
け

ど
、
楽
し
い
こ
と
も
多
い
」
　
　
　
　

と
子
ど
も
た
ち
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
、
二
年
生
は
、
国
語
で
習
っ
た
教

材
を
劇
に
し
た
り
、
紙
芝
居
や
鍵
盤
は

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
合
奏
を
し
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
を

前
に
し
て
み
ん
な
張
り
切
っ
て
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
校
は
、
児
童
数
百
六
十
三
名
。

「
よ
く
考
え
、
自
ら
学
ぶ
子
　
健
康

で
、
た
く
ま
し
い
子
　
思
い
や
り
が
あ

り
、
協
力
し
合
う
子
」
を
目
標
に
教
育

活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
今
回
の
発
表
会
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
や
い
ろ
い
ろ
な
教
科
で
一
年
間

学
ん
で
き
た
こ
と
の
ま
と
め
の
発
表
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
普
段
学
ん
で
き
た

国
語
や
算
数
を
は
じ
め
、
道
徳
や
そ
の

他
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
す
べ
て
が

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
う
ち
の
方
々
や
多
く
の
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
成
し
遂
げ
ら

れ
た
も
の
な
の
で
す
。
　�

　
一
つ
一
つ
の
体
験
が
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
の
心
に
し
っ
か
り
積

み
重
な
っ
て
、
や
が
て
は
地
域
を

担
う
た
く
ま
し
い
子
に
育
ち
ま

す
。
地
域
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
本
校
教
育
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
文
責
　
瓦
会
小
学
校
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
和
明
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

⑽

花と緑の楽園�

茨城県�

　
五
千
平
方
㍍
の
「
ボ
タ
ン
園
」
に
は
二
百
品
種
三
千
五
百
株
の

ボ
タ
ン
が
色
と
り
ど
り
に
咲
き
競
い
ま
す
。
今
年
は
六
十
品
種
二

千
株
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。�

�

�

●
「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
山
上
兄
弟
）」�

　
四
月
二
十
七
日
（
日
）
十
一
時
〜
・
十
四
時
〜
　
　�

　
　
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
中
の
最
年
少
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ス
ト
山
上
兄
弟

　
に
よ
る
「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。�

●
「
園
芸
教
室
」
（
ボ
タ
ン
の
手
入
れ
）�

　
四
月
二
十
七
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
〜�

　
　
ボ
タ
ン
の
手
入
れ
や
管
理
方
法
に
つ
い
て
の
園
芸
教
室
を
行
い
ま
す
。  �

  

〈
受
講
無
料
〉�

●
「
子
供
の
日
」�

　
五
月
五
日
（
月
）�

　
　
「
子
供
の
日
」
を
祝
し
、
小
・
中
学
生
の
入
園
を
無
料
と
い
た
し
ま

　
す
。�

●
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー
」�

　
五
月
五
日
（
月
）�

　
　
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
美
し
さ
・
楽
し
さ
・
不
思
議
さ
全
て
を
パ
フ
ォ
ー
マ�

　
マ
ン
ス
＆
愉
快
な
ト
ー
ク
で
見
せ
ま
す
。�

●
「
園
芸
教
室
」
（
山
野
草
の
楽
し
み
方
）�

　
五
月
十
一
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
〜�

　
　
山
野
草
の
手
入
れ
や
管
理
方
法
に
つ
い
て
の
園
芸
教
室
を
行
い
ま

　
す
。
〈
受
講
無
料
〉�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
問
い
合
わ
せ
先
　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
四
二
・
四
一
一
一�

ボ
タ
ン
・
シ
ャ
ク
ヤ
ク
ま
つ
り�

四
月
二
十
日
か
ら
五
月
十
八
日
ま
で�

期
間
中
の
催
し
物�

�

地
域
で
学
ぶ
瓦
会
の
子�

瓦
会
小
学
校�
学校あれこれ�

③�

昔の道具調べの発表�昔の道具調べの発表�

・
・
・
・
・
・�
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����

平
成
12
年
12
月
23
日
生
ま
れ�

父
　
英
明
さ
ん
　
母
　
道
子
さ
ん�

　
家
族
か
ら
の
一
言�

　
元
気
な
女
の
子
で
す
。
二
人
の
お
兄

ち
ゃ
ん
の
ま
ね
を
し
て
二
段
ベ
ッ
ド
の

上
に
の
ぼ
っ
て
み
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
を
蹴
っ
て
み
た
り
と
、
お
て
ん
ば

ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
し
ま
じ
ろ

う
が
大
好
き
で
、
ビ
デ
オ
を
か
け
る
と

真
剣
。明
る
く
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。�

柿  

岡�

　土 

田 

有 

紀
ち
ゃ
ん�

�

八
郷
の
歴
史�

（24）�

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル�

食生活改善推進員　加藤すみ江（下林）�

（ヘルスメイト）�
�

もっちりとした食感にチーズのほのかな香り�

【材料】（４人分）�

○しらす干し  大さじ４　○スライスチーズ  4

枚　○あさつき  大さじ3　○ごま  小さじ4�

A（小麦粉　1カップ、卵　1個、水　適宜）　�

○サラダ油　少々�

【作り方】�

①チーズは１㎝角に切り、あさつきは小口切り

にする。②ボールにAを入れて、生地を作り、

しらす干し、スライスチーズ、あさつき、ごま

を入れ、混ぜ合わせる。③②をホットプレート

かフライパンにサラダ油を少々ひいて、円形に

のばしながら両面を焼く。④お皿に盛り、好み

の味付け（ケチャップ、ソース、マヨネーズ、

しょうゆなど）をし、サラダ菜、ミニトマトを

添える。�

���
　
「
明
治
天
皇
行
在
所
」
は
「
常
磐
線
沿
い
の

真
家
長
原
に
あ
る
。
大
き
な
標
示
石
が
汽
車
の

窓
か
ら
も
見
ら
れ
、
老
桜
茂
る
一
画
に
南
面
し

て
東
郷
元
帥
篆
額
、
菊
地
謙
二
郎
撰
文
の
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
」
（
八
郷
町
誌
）
と

あ
り
ま
す
。
（
現
真
家
字
猫
松
）�

　
「
行
在
所
」（
あ
ん
ざ
い
し
ょ
）
は
「
行
宮
」

（
あ
ん
ぐ
う
）と
も
い
い
、
天
子
が
行
幸
（
ぎ
ょ

う
こ
う
）
の
途
次
に
お
ら
れ
る
御
所
（
ご
し
ょ
）

を
意
味
し
ま
す
。�

　
行
在
所
跡
は
聖
蹟
と
さ
れ
、
先
に
真
家
信
太

郎
村
長
が
村
治
の
中
心
と
す
べ
く
記
念
碑
の
計

画
が
あ
り
ま
し
た
が
建
碑
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
昭
和
八
年
十
二
月
、
大
槻
忠
夫
村
長
の
と

き
「
聖
蹟
ヲ
千
載
ニ
伝
ヘ
、
之
ヲ
期
ト
シ
、
村�

���

民
精
神
更
正
ノ
基
ト
シ
、
以
テ
村
民
ノ
協
和
ヲ

保
チ
、
理
想
郷
建
設
ヲ
為
ス
」
（
園
部
村
発
達

史
）
た
め
に
建
碑
さ
れ
ま
し
た
。�

　
記
念
碑
題
字
「
明
治
天
皇
昭
憲
皇
太
后
行
在

所
跡
」
は
元
帥
伯
爵
東
郷
平
八
郎
書
、
碑
文
は

菊
地
謙
二
郎
撰
并
書
。
昭
和
十
五
年
十
一
月
三

日
、
皇
紀
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
「
明
治
天

皇
御
遺
跡
」
（
司
法
大
臣
風
見
章
書
）
が
、
東

成
井
小
学
校
の
御
野
立
所
跡
に
は
、
昭
和
九
年

十
月
、
「
明
治
天
皇
御
聖
跡
」
（
陸
軍
大
将
荒

木
貞
夫
書
）
の
記
念
碑
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。�

　
行
在
所
は
明
治
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

「
近
衛
軍
隊
ノ
機
動
演
習
ニ
際
シ
大
纛
（
た
い

と
う
＝
天
皇
旗
）」
を
進
め
た
地
で
、
観
兵
式
は

「
山
村
僻
邑
未
だ
曽
て
有
ら
ざ
る
盛
時
な
り
」

と
「
本
村
人
民
ハ
皆
歓
呼
シ
テ
龍
駕
ヲ
奉
迎
」

（
園
部
村
発
達
史
・
碑
文
）し
た
と
あ
り
ま
す
。�

　
石
岡
の
新
治
第
二
高
等
小
学
校
職
員
男
子
生

徒
一
同
、
二
十
七
日
東
成
井
に
向
け
出
発
、
同

地
に
宿
泊
、
二
十
八
日
観
兵
式
を
拝
観
、
夕
刻

帰
校
し
て
い
ま
す
（
同
校
沿
革
誌
）
。�

　
両
陛
下
還
幸
後
の
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十

日
、
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
（
教
育
勅
語
）

が
発
布
さ
れ
、
戦
前
我
が
国
教
育
の
大
綱
と
な

り
ま
し
た
。�

　
明
治
二
十
四
年
十
月
、
昨
二
十
三
年
の
行
幸

を
記
念
し
て
県
内
各
地
で
記
念
式
典
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
（
茨
城
県
教
育
史
上
巻
）
。
十
一
月

三
日
、
真
家
の
行
在
所
跡
で
両
陛
下
御
臨
幸
一

周
記
念
祭
が
行
わ
れ
、
園
部
尋
常
小
学
校
を
初

め
柿
岡
・
林
・
瓦
会
の
各
尋
常
小
学
校
及
び
私

立
柿
岡
高
等
小
学
校
生
徒
五
百
余
名
が
参
拝
式

を
挙
行
、
十
一
月
二
十
五
日
に
は
小
幡
尋
常
小

学
校
は
御
臨
幸
一
周
年
の
祝
意
を
表
し
て
、
二

年
級
以
上
生
徒
百
余
名
山
祠
宇
の
辺
の
広
場
を

撰
び
、
遙
拝
式
を
行
っ
て
い
ま
す
（
新
治
教
育

会
誌
第
八
号
）。�

　
園
部
村
で
も
明
治
二
十
四
年
よ
り
、
「
此
ノ

御
聖
域
ニ
於
テ
大
字
真
家
部
落
民
相
諮
リ
、
年

年
盛
大
ナ
記
念
式
ヲ
挙
行
、
小
学
校
運
動
会
モ

同
日
此
場
ニ
催
シ
、
一
日
ヲ
御
聖
域
ニ
於
テ
送

リ
、
村
民
斉
シ
ク
御
聖
徳
ヲ
オ
偲
ビ
奉
リ
シ
」

（
園
部
村
発
達
史
）
と
盛
大
な
記
念
式
が
行
わ

れ
、
大
正
十
一
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。
以
後
昭

和
八
年
の
建
碑
ま
で
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昭
和
八
年
以
後
、
十
月
二
十
八
日
は
村
祭
の

日
と
し
、
村
民
参
加
の
も
と
盛
大
な
記
念
式
も

挙
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
、
行
在
所
跡
は
静

寂
、
寂
莫
た
る
感
が
あ
り
ま
す
。�

�

町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
（
近
現
代
）
青
木
光
行�

わたしの手料理�

〜
明
治
天
皇
行
在
所
〜�

し
ら
す
干
し
と
チ
ー
ズ
の�

パ
ン
ケ
ー
キ�



⑿

　
　
　
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
で
定
か
で
な
い
こ
と

　
　
　
で
す
が
、
三
年
ほ
ど
前
の
本
欄
に
八

郷
町
に
移
り
住
ん
だ
方
か
ら
、
家
屋
の
周
辺

の
木
立
が
繁
茂
し
て
日
当
た
り
も
悪
く
な
り

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
趣
旨
の
投
書
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
ど
う
な
さ
れ
た
か
と
時
折

思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
然
豊
か
で

住
み
良
い
八
郷
に
魅
力
を
感
じ
、
希
望
も
新

た
に
移
り
住
ん
だ
方
の
心
情
を
思
う
時
、
他

人
の
事
で
も
一
町
民
と
し
て
気
に
掛
か
る
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
私
の
場
合
で

す
が
、
今
の
所
に
住
ん
で
十
五
年
、
最
初
は

気
に
な
ら
な
か
っ
た
隣
の
木
立
が
驚
く
ほ
ど

大
き
く
な
っ
た
の
で
、
地
主
の
方
に
話
し
た

と
こ
ろ
、
快
く
承
諾
し
て
い
た
だ
き
、
早
速

伐
採
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
見
違

え
る
ほ
ど
見
通
し
が
良
く
な
り
、
ま
さ
に
日

当
た
り
良
好
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
快
く

話
に
応
じ
て
く
れ
た
地
主
の
方
の
ご
厚
意
に

頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
昔
は「
こ
さ
払
い
」

と
い
っ
て
お
互
い
に
邪
魔
に
な
る
木
を
切
る

た
め
、
共
同
作
業
な
ど
し
た
も
の
で
す
が
、
最

近
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
ず
、
木
立
ち
は
伸
び

放
題
が
多
い
よ
う
で
す
。
お
互
い
に
住
み
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
新
た
に
移

り
住
む
方
達
の
た
め
に
も
温
か
い
思
い
や
り

を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
小
見
　
小
熊
和
男�

　
　
　
で
子
育
て
の
事
が
書
い
て
あ
り
ま
し�

 

　
　
　
た
。
『
近
く
に
公
園
が
な
い
の
で
子

育
て
セ
ン
タ
ー
を
利
用
。
手
作
り
お
も
ち
ゃ

や
手
遊
び
の
親
子
教
室
も
充
実
し
て
い
る
し
、

午
前
中
は
保
健
室
で
自
由
に
遊
べ
ま
す
。
雨

の
日
は
親
子
と
も
に
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る

し
助
か
っ
て
い
ま
す
。
』
こ
れ
を
参
考
に
実

施
し
て
ほ
し
い
で
す
。
八
郷
は
公
園
も
な

く
、
月
に
一
回
の
親
子
教
室
で
は
と
て
も
不

満
で
す
。
他
に
も
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
抵
抗
が
あ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

主
婦
仲
間
の
間
で
も
日
ご
ろ
か
ら
こ
の
よ
う

な
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
匿
名�

　
　
昨
今
、
核
家
族
化
、
女
性
の
社
会
進
出

の
増
加
な
ど
で
少
子
化
が
進
み
、
育
児
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

近
く
に
遊
び
相
手
が
い
な
い
、
育
児
の
相
談

相
手
が
い
な
い
な
ど
の
声
が
数
多
く
聞
か
れ

ま
す
が
、
八
郷
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
当
町
の
遊
び
の
教
室
は
子
育
て

支
援
事
業
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
育
児
不

安
の
軽
減
と
虐
待
防
止
、
親
や
子
ど
も
の
友

達
づ
く
り
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
教
室

は
当
初
、
二
歳
か
ら
三
歳
の
子
と
親
を
対
象

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
乳
児
を
持
つ
親
の
参

加
希
望
も
あ
る
た
め
、
平
成
十
四
年
度
に
は

年
齢
制
限
を
せ
ず
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
回
毎
の
申
し

込
み
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
毎
回
満
杯

の
状
況
で
あ
り
、
平
成
十
五
年
度
に
は
一
つ

教
室
を
増
や
す
予
定
で
す
。
ご
指
摘
の
今
年

四
月
か
ら
の
教
室
の
回
数
増
に
つ
い
て
は
、

職
員
体
制
や
全
住
民
を
対
象
と
し
た
施
設
利

用
を
考
え
た
場
合
、
非
常
に
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ご
要
望
に
か
な
っ
た
答
え
は
現

状
で
は
難
し
い
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
課�

わ
た
し
も
一
言�

　
評
　
　
玄
潮
会
理
事
　
　
森
　
　
浩
　
亭�

習
字
コ
ー
ナ
ー�

　
力
強
く
て
、
し
っ
か
り
し
た
形
で
す
。�

　
明
る
く
伸
び
や
か
で
美
し
い
作
品
で

す
。�

林
小
一
年
　
飯
　
塚
　
祥
　
貴�

林
小
五
年
　
上
　
田
　
与
　
一�

本�

♣

お�

月岡　萩  原  志  づ� P.N　卒  業  式�



⒀

３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。　�

①八郷町教育振興大会の開催された

場所はどこでしたか？�

Ａ－中央公民館　Ｂ－運動公園　�

Ｃ－役場会議室�

②今年の４月から国民健康保険者証

がカード化になりますが、交付はど

うなりますか？�

Ａ－1世帯に2枚　Ｂ－1人につき2枚

Ｃ－1人につき1枚�

③今月号の学校あれこれで紹介され

た学校は？�

Ａ－園部小学校　Ｂ－東成井小学校

Ｃ－瓦会小学校�

［応募の方法］�

☆ハガキに広報クイズ180と書き、�

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」�

へのご意見や広報の感想などを書い

て送ってください。イラストやマン

ガも大歓迎。�

☆締切日　平成15年4月20日�

　　　　　（当日消印有効）�

☆応募先　〒315-0195八郷町柿岡　

　5680-1八郷町役場秘書広聴課�

☆当選者の発表　本紙5月号�

［広報クイズ178の当選者の発表］�

正解は①－Ａ、②－Ａ 、③－Ａで

した。応募総数40通、正解39通の中

から次の10人が当選しました。�

入江ひろみ（宇治会）大槻裕美（山

崎）杉山はつ（柴間）友部美智子（太

田）仁平洋子（小幡）萩原邦男（片

岡）長谷川和夫（大増）松下肇（柿

岡）溝上マスエ（柿岡）山口節子（上

林）　　　　　　　　　［敬称略］�

　全問正解者のなかから�

抽選で図書券が当たるよ　�

やさと文芸�

や

さ

と

�

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選    �
�������

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選  �
����

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  

広報ク
イズ  

180

　
大
増
小
学
校
最
後
の
卒
業
式
（
昭
和�

五
十
九
年
当
時
）
。
男
子
七
名
、
女
子�

五
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
同
校
は
こ
の�

年
の
四
月
、
恋
瀬
小
学
校
と
統
合
と
な�

り
ま
し
た
。�

春
近
き
凍
土
の
中
の
球
根
の
ざ
わ
め
き
て
ゐ
む
四
温
の
午
後
は�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
弘
　
子�

雨
降
り
の
寒
い
休
日
お
昼
餉
は
力
う
ど
ん
で
家
庭
温
も
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　
　
萩
　
原
　
照
　
子�

久
久
に
立
ち
た
る
庭
の
紅
梅
は
早
や
ほ
こ
ろ
び
ぬ
今
日
は
立
春�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
　
弦
　
　
塚
　
田
　
キ
　
ヨ�

��

父
よ
り
の
痩
鍬
万
能
農
始
　
　
　
　
　
　
　
　
片
　
野
　
　
加
　
藤
　
か
つ
市�

大
方
は
小
鳥
に
喰
は
れ
実
万
両
　
　
　
　
　
　
吉
　
生
　
　
土
　
佐
　
汀
　
風�

菰
着
る
も
さ
し
傘
も
あ
り
寒
牡
丹
　
　
　
　
　
宇
治
会
　
　
河
　
野
　
純
　
三�

��

春
に
目
覚
め
た
筑
波
の
裾
野
梅
の
開
花
で
幕
が
開
く�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
谷
　
島
　
清
　
風�

嬉
し
退
院
安
堵
の
我
が
家
窓
に
微
笑
む
庭
の
梅�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
村
　
田
　
美
千
代�

嫁
と
姑
の
歯
車
合
わ
せ
温
む
家
庭
に
花
が
咲
く�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
額
　
賀
　
力
　
江�

P.N　赤べこ� P.N　いおり� P.N　テレビ・ジョン�

ひ
る
げ�
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����

　
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
会

長
杯
が
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。�

男
子
の
部
▽
優
勝
　
松
浦
秀
雄（
真
家
）

▽
準
優
勝
　
底
光
男
（
上
曽
）
▽
三
位

長
谷
川
昭
一
（
大
増
）
▽
四
位
　
須
藤

泰
次（
柿
岡
）
▽
五
位
　
小
松
充（
瓦
谷
）

女
子
の
部
▽
優
勝
　
石
田
て
る
子
（
大

塚
）
▽
準
優
勝
　
石
橋
利
子
（
大
塚
）

▽
三
位
　
潮
田
喜
久
恵
（
大
増
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】�

��

　
新
入
生
に
黄
色
い
帽
子�

　
平
成
十
五
年
度
小
学
校
新
入
生
児
童

に
、
Ｊ
Ａ
や
さ
と
（
萩
原
久
代
表
理
事

組
合
長
）
か
ら
通
学
用
の
黄
色
い
帽
子

二
百
八
十
五
個
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
の
安
全
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。�

　�

�

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と�

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の�

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い�

�（
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
）

��

�

　
や
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会
が
二
月

十
三
日
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
も
今
年
で
五
回
目
を
迎
え
、

町
内
外
か
ら
百
四
十
八
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
審
査
に
は
日
本
写
真
家
協
会
会
員
の
稲
田

浩
男
さ
ん
を
迎
え
、
町
長
、
八
郷
町
観
光
協
会

主
催
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。�

▽
大
賞
「
ひ
と
や
す
み
」
大
澤
育
子
（
水
戸
市
）

▽
優
秀
賞
　
藤
田
孝
雄
（
大
宮
町
）
・
小
林
優

（
八
郷
町
）
▽
町
長
賞
　
渡
辺
幸
雄
（
土
浦
市
）

▽
Ｊ
Ａ
八
郷
賞
　
小
林
豊
帆
（
水
戸
市
）
▽

教
育
長
賞
　
長
谷
川
正
一
（
岩
間
町
）
▽
商
工

会
賞
　
皆
川
武
郎
（
八
郷
町
）
▽
観
光
果
樹
組

合
賞
　
篠
原
光
男
（
つ
く
ば
市
）
▽
入
選
　
浅

香
俊
雄
（
石
岡
市
）・
飯
田
常
男
（
霞
ヶ
浦
町
）・

飯
村
常
夫
（
笠
間
市
）
・
稲
川
み
つ
る
（
下

妻
市
）
・
井
上
譲
（
下
妻
市
）
・
久
保
田
貴
美

（
八
郷
町
）
・
久
保
庭
隆
夫
（
茂
木
町
）
・
滝

田
茂
（
八
郷
町
）
・
土
子
信
一
（
潮
来
市
）
・

根
芝
一
夫
（
古
河
市
）
・
藤
井
浩
一
（
石
岡
市
）
・

堀
井
林
蔵
（
下
妻
市
）
・
水
嶋
保
（
水
戸
市
）
・

山
口
勝
巳
（
石
毛
町
）
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】�

　
入
賞
さ
れ
た
作
品
は
、
三
月
三
十
日
ま
で
京

成
上
野
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ

れ
た
後
、
四
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
県
庁

十
一
階
ア
ト
リ
ウ
ム
、
四
月
二
十
二
日
か
ら
五

月
二
十
三
日
ま
で
役
場
一
階
フ
ロ
ア
で
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。�

　
こ
の
ほ
ど
木
工
同
好
会
（
安
達
政
男
代
表
）

が
結
成
さ
れ
、
三
月
二
日
に
初
め
て
の
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
六
名
で
、
毎
月

第
一
日
曜
日
に
行
う
予
定
で
す
。
　�

　
同
会
発
起
人
の
安
達
さ
ん
は
、
八
郷
町
ふ
る

さ
と
体
験
協
議
会
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
匠
の

楽
校
』
で
観
光
客
な
ど
に
木
工
を
教
え
る
ほ
ど

の
腕
前
。
木
工
を
始
め
た
の
は
定
年
退
職
後
に

受
け
た
木
彫
り
の
講
習
が
き
っ
か
け
で
、
今
年

で
十
五
年
に
な
り
ま
す
。�

　
安
達
さ
ん
は
「
人
に
見
せ
た
ら
ほ
し
が
る
よ

う
な
作
品
づ
く
り
が
目
標
」
と
話
し
、
「
将
来

的
に
は
町
内
の
観
光
施
設
な
ど
で
販
売
が
で
き

た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。�

�

人
に
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
作
品
を�

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
ま
る�

ク
ラ
ブ
会
長
杯
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会�

������

自作の作品の前で（写真  安達さん）�

二
月
二
十
二
日�

�

教育長（左）に帽子を渡す�
田村和夫（右）専務理事�



⒂

全
日
本
ス
キ
ー
大
会
に
瓦
谷
の
小
松
さ
ん�

�

　
第
四
十
回
全
日
本
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

が
三
月
四
日
か
ら
九
日
に
長
野
県
・
白
馬
八
方

尾
根
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
瓦
谷
の
小
松
友
行

さ
ん
（
二
三
）
が
出
場
し
ま
し
た
。�

　
茨
城
県
の
代
表
で
同
大
会
に
出
場
で
き
る
の

は
茨
城
県
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
で
の
優
勝

者
と
、
北
関
東
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
で
県

大
会
優
勝
者
以
外
の
上
位
二
人
で
す
。�

　
小
松
さ
ん
が
ス
キ
ー
を
始
め
た
の
は
三
歳

で
、
両
親
と
ス
キ
ー
場
に
行
っ
て
滑
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
。
高
校
は
ス
キ
ー
部
が
あ
る
と
こ

ろ
を
探
し
て
通
っ
た
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
で

す
。
現
在
は
町
内
の
地
質
調
査
関
係
の
会
社
に

勤
務
し
て
お
り
、
ス
キ
ー
の
練
習
は
土
・
日
を

利
用
し
て
し
た
そ
う
で
す
。�

　
「
全
日
本
は
す
ご
い
、
の
一
言
で
す
」
と
大

会
を
振
り
返
る
小
松
さ
ん
。
「
大
会
は
今
年
で

二
回
目
な
の
で
、
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
を
持
っ
て

大
会
に
臨
め
ま
し
た
。
八
十
点
ぐ
ら
い
の
出
来

で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
ほ
ど
小
幡
郵
便
局
（
櫻
井
幸
雄
局
長
）

で
、
平
成
十
五
年
用
お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き

の
一
等
に
柴
辰
三
さ
ん
（
小
幡
）
と
、
小
池
政

勝
さ
ん
（
小
幡
）
が
当
選
し
ま
し
た
。�

　
櫻
井
局
長
は
「
一
等
当
選
が
同
時
に
二
人
出

た
の
は
当
局
で
は
初
め
て
」
と
驚
い
た
様
子
。

　
一
等
賞
品
の
中
か
ら
当
選
し
た
柴
さ
ん
に
は

電
動
駆
動
補
助
力
付
自
動
車
、
小
池
さ
ん
に

は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。�

���

　
日
ご
と
春
の
日
差
し
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
暖
か
い
っ
て
い

い
で
す
ね
。
心
も
ぽ
か
ぽ
か
し
て
く
る

よ
う
で
す
。
そ
ん
な
気
に
な
れ
な
い
の

が
花
粉
症
の
人
で
し
ょ
う
か
。
花
粉
症

は
、
植
物
の
花
粉
が
原
因
で
起
こ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
性
の
病
気
の
こ
と
で
す
。
日

本
で
は
ス
ギ
花
粉
症
が
代
表
的
で
す
が
、

こ
れ
は
戦
後
に
単
純
一
斉
林
と
し
て
造

林
さ
れ
た
ス
ギ
の
木
の
多
さ
に
よ
る
も

の
。
し
か
も
そ
の
ス
ギ
林
は
ち
ょ
う
ど

今
、
花
粉
産
生
の
適
齢
期
で
、
そ
れ
が

花
粉
症
患
者
の
増
加
と
悪
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
だ
と
か
。「
自
分
は
花
粉

症
じ
ゃ
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

い
る
方
は
ご
用
心
。
花
粉
症
は
あ
る
日

突
然
か
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
か
ら
。�

　
さ
て
、
先
日
行
わ
れ
た
教
育
振
興
大

会
で
の
橋
本
先
生
の
講
演
の
話
で
す
が
、

胸
に
し
み
る
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

「
若
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
汗
水
流
す
の

も
耐
え
ら
れ
る
し
、
大
き
な
挫
折
を
味

わ
っ
て
も
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
若
い
時
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た
い
」。

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
精
一
杯
や

る
、
そ
れ
が
大
切
だ
と
教
え
ら
れ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は

「
今
」
を
生
き
て
い
ま
す
か
。
　（
且
）�

年
始
め
の
幸
運�

�　
教
育
振
興
大
会
が
二
月
二
十
二
日
に
中
央
公

民
館
を
会
場
に
行
わ
れ
（
本
紙
六
、
七
ペ
ー
ジ

関
連
）
、
四
百
八
十
人
余
り
が
集
ま
り
ま
し
た
。�

　
大
会
の
第
二
部
で
は
八
郷
高
校
教
諭
で
前
水

戸
商
業
高
校
野
球
部
監
督
の
橋
本
實
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
橋
本
氏
は
講
演
の
中
で
こ
れ
ま
で
の
野
球
監

督
人
生
を
振
り
返
り
「
五
十
四
歳
に
な
る
ま
で

高
校
野
球
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
若
い
時
に

恩
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
夢
と
、
高
校
生
た
ち
の

一
生
懸
命
な
姿
に
共
感
で
き
た
か
ら
」と
語
り
、

「
若
い
時
だ
か
ら
こ
そ
汗
水
流
す
こ
と
も
耐
え

ら
れ
る
し
、
大
き
な
挫
折
を
味
わ
っ
て
も
立
ち

直
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
若
い
時
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
」
と
会
場

に
投
げ
か
け
ま
し
た
。�

橋
本
氏
の
講
演
行
わ
れ
る�

��

編
集
室�

柴さん�柴さん�

小池さん�小池さん�

　八郷高校野球部主将より花束を�
　手渡される橋本先生（写真左）�



⒃

　身体障害者・知的障害者・障害児の福祉サービスは、行政がサービス内容を決定する�
「措置制度」によって利用がなされていましたが、平成１５年４月から障害のある方が�
自ら選択することを尊重し、利用者の立場に立ったサービスを提供することを目的とし�
た「支援費制度」がはじまります。�

◇申請の手続きからサービスを受けるまで�
�

◇対象となるサービス�

◇利用者負担額について　詳細は、茨城県ホームページまたは、役場福祉課にお問い合わせ下さい。�
　　・在宅サービス…利用者本人及び扶養義務者の課税状況により、負担額が決まります。�
　　・施設サービス…利用者本人の収入額、及び扶養義務者の課税状況により、負担額が決まります。�

◇指定事業者について　詳細は、茨城県ホームページまたは、役場福祉課にお問い合わせ下さい。�
　　支援費制度で利用できる事業者・施設は茨城県で指定された事業者になります。�

◇施設入所希望者について　詳細は、茨城県ホームページまたは、役場福祉課にお問い合わせ下さい。�
　　障害者施設（入所・通所）を利用する場合、支援費の決定後、県に登録をし入所待機が必要となります。�
　�

障害者「支援費制度」がはじまります�

サービスの利用について支援費支給を希望する人は、必要に応じて福祉課等の相談窓口�
から情報提供を受け、サービス利用の相談が受けられます。�

�

障害のある方又は障害のあるお子さんの保護者が福祉課に申請します。�

�

申請をすると町職員が訪問し、利用者の障害の状態、介護者の状況、他のサービス利用�
状況等を聴き取り調査し、支援費支給の審査・決定をします。�
�
支援費の決定した内容（支給期間、支給量、障害程度区分、利用者負担額）を記載した�
受給者証を交付します。�
�

町から支給の決定がされたら、指定事業者・施設と利用者が契約を結びサービスを利用します。�
�

サービスを利用したら、支給決定の時に町から決められた「利用者負担額」を事業者・施�
設に支払います。町は利用者負担額を除いた部分を「支援費」として支払います。�

●茨城県ホームページ　http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/syofuku/shiennhi/top/top.htm�
�

町�

町�

町�

町�

●問い合わせ先　　役場１階　福祉課　社会福祉係　内線1144・1145

●発行／八郷町役場●編集／秘書広聴課・茨城県新治郡八郷町柿岡5680-1　☎0299-43-1111（内線1343）FAX（43）6732�
八郷町のホームページ　http://www.town.yasato.ibaraki.jp　Ｅ-mail : info@town.yasato.ibaraki. jp�
                        　　  i-mode版http://www.town.yasato.ibaraki.jp/i/ Ｊ-SKY版http://www.town.yasato.ibaraki. jp/j/

事業者・施設�

事業者・施設�

利用者�

利用者�

利用者�

利用者�

利用者�

利用者�

在宅で介護や家事等の日常生活の援助が受けられます�

通所により創造的な活動や機能訓練等が受けられます�

短期間施設に入所して適切な支援が受けられます�

地域で共同生活する知的障害者が日常生活の援助を�
受けられます�

施設に入所又は通所して、自立した生活を送れるよ�
う訓練する施設です�

施設に入所して、治療や日常生活の援助を受ける施�
設です�

施設に入所又は通所して、生活の指導を受けたり、�
職業の訓練を行う施設です。�

働いている知的障害のある方が、寮から職場に通勤�
し、独立自活のための訓練を行う施設です�
�

更生施設�

療護施設�

授産施設（入所・通所）�

更生施設（入所・通所）�

授産施設（入所・通所）�

通勤寮�

国立コロニー�

�

ホームヘルプサービス�

デ イ サ ー ビ ス�

ショ ート ス テ イ�

ホームヘルプサービス�

デ イ サ ー ビ ス�

ショ ート ス テ イ�

グ ル ープ ホーム�

ホームヘルプサービス�

デ イ サ ー ビ ス�

ショ ート ス テ イ�

在宅サービス�

�身
体
障
害
者�
知
的
障
害
者�

障  

害  

児�

施設サービス�
�

※障害児の施設サービ�
　スは、これまでどお�
　り「措置制度」によ�
　り行われます。�
�

ホームヘルプサービス�

デ ィ サ ー ビ ス�

ショートス テ イ�

グ ループ ホーム�

更 生 施 設 �

療 護 施 設 �

授 産 施 設 �

通 勤 寮 �




